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事務の効率化と
住民サービスの
向上を目指して

町では、平成14年度中の事務所移転を目標に、これまで庁
舎建設準備を進めてきました。平成12年度に基本計画を打ち
出し、町民や議会などの意見を広く集約しながらを設計作業
を進め、この7月下旬にようやく工事発注のもととなる実施
設計が固まりました。
建物の外観は全長81ｍ、幅32.5ｍ、最高部分24ｍで、延べ

床面積は約2,753㎡となっています。
建物内部は、1階にほとんどの部署が入り、2階には議会事

務局と教育委員会（学校教育）が入る予定です。建物には、
出入口の自動ドアやエレベーターなどのバリアフリー構造、
省エネ型の空調設備（冷暖房）などを取り入れています。ま
た、高橋宏幸先生の原画をモチーフにしたメタルアートを作
成し、ロビーに飾ることなども考えています。
建設事業は、平成13年度から14年度の2カ年継続事業とし

ており、着工は8月末の予定。来年の冬までの事務所移転を
目指しています。

庁舎完成のイメージ
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現在本庁舎と第２庁舎に分か
れていた課が、新しい庁舎で
はすべて１階の事務室に入
る。なお、地籍係と議会事務
局は従来どおり２階に。この
ほか２階には、公民館兼務職
員を除き教育委員会が入る予
定。全てのフロアーにＯＡネ
ットワーク用の設備が整えら
れ、ＩＴ時代に向けた情報サ
ービスにも対応。展望台を含
む各階エレベーターや出入口
自動ドアなどは、建物はバリ
アフリー構造を持つ。また、
システムの一部を屋外に設置
する蓄熱式の冷暖房（前ペー
ジ参照：自転車置場隣接の設
置スペース）など、環境に配
慮した設備も備える。 庁舎実施設計が決まる

整地された建物部分の敷地。残りの用
地は、建築工事の際の残土を再利用し
整地される予定。場所は道の駅・ぷれ
っそから町道両前寺線をはさんだ向か
い側。

2F

1F

大きな窓と広い空間
蓄熱式の冷暖房で
環境にも配慮

町道両前寺線沿い、ぷれ
っその東側に建設される
新庁舎（前ページ：完成
イメージ参照）。建物はシ
ンプルな外観。外壁は直
線を基調としコンクリー
トの打ちっ放しで凝った
構造や飾りなどは無い。
役場窓口の待合スペース
は2階まで吹き抜けとな
り、特徴的な大きな窓と
ともに開放感を与える。
駐車場は十分なスペース
があり、住民が親しみ利
用しやすいように植栽な
ども工夫される（上：配
置図参照）。
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七
月
十
八
日
、
広
域
由
利
家

畜
市
場
構
内
で
行
わ
れ
た
秋
田
し

ん
せ
い
農
協
主
催
の
畜
産
共
進
会

に
は
、
本
町
か
ら
町
の
共
進
会
で

勝
ち
抜
い
た
牛
な
ど
二
十
二
頭
が

出
陳
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
牛
は
県
内
で
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
は

五
年
連
続
の
団
体
優
勝
を
の
が
し

準
優
勝
と
な
っ
た
も
の
の
、
今
年

は
去
年
の
雪
辱
を
果
た
し
、
部
門

別
、
総
合
な
ど
団
体
の
部
門
に
お

い
て
、
全
て
優
勝
を
手
に
し
ま
し

た
。ま

た
最
優
秀
個
人
特
別
賞
で
、

肉
用
牛
若
牛
二
区
に
ひ
め
号
を
出

陳
し
た
高
橋
新
一
さ
ん（
須
郷
）が

受
賞
し
た
ほ
か
、各
区
分
に
お
い
て

も
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

●2年ぶり団体総合優勝●
第4回秋田しんせい農業協同組合畜産共進会

▲水色Ｔシャツの東由利町は優勝旗を総取り

町
畜
産
共
進
会
が
六
月
三
十
日
、
畜
産
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
り
、
強
い
日

差
し
が
照
り
つ
け
る
下
、
参
加
し
た
農
家
も

見
物
し
て
い
る
人
も
、
会
場
で
汗
を
ぬ
ぐ
う

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
陳
は
全
頭
数
で
昨
年
よ
り
十
二

頭
少
な
く
、
肉
用
牛
が
五
十
二
頭
、
乳
用
牛

が
十
一
頭
、
合
計
六
十
三
頭
で
し
た
。

審
査
が
始
ま
る
と
、
審
査
員
の
目
は
厳
し

く
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
一
頭
ず
つ
優
良
牛

が
絞
ら
れ
て
い
く
様
子
を
真
剣
に
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。

今
年
の
団
体
優
勝
は
舘
合
和
牛
改
良
組
合

で
、
平
成
八
年
以
来
五
年
ぶ
り
の
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

●舘合和牛改良組合、5年ぶり団体優勝●
第46回町畜産共進会

▲若牛2区の「ひめ」は、ＪＡ共進会で最優秀個人特別賞に輝いた

区　　　分 名　　　号 出　　陳　　者 

育成区 

若牛1区 

若牛2区 

若牛3区（1席） 

　　　  （2席） 

成牛1区 

成牛2区 

繁殖雌牛群区 

 

 

父系牛群区 

 

 

ジャージー種 

 

ホルスタイン種 

（未経産区） 

ホルスタイン種 

（経産区） 

 

 

 

肉用牛 

乳用牛 

ひまわり 

ふじひめ 

ひめ 

たけひめ 

きたやす 

きたひめ 

ふくこ 

あきこ 

ふくひめ 

たきみかね 

ふくくに 

きたひめ 

はなこ 

ウイローロマンス 

リメイクポコ 

フィーンランド 

ビクトリアチーフ 

フィーンランド 

マジックハイクリ 

畑山　吉基（舘合新田） 

畠山　一治（大吹川） 

高橋　新一（須郷） 

小松　建一（山崎） 

佐藤　隆一（葎沢） 

小野　長一（宿） 

荘野　高光（五海保） 

遠藤　　実（宿） 

小野　長一（〃） 

小野　清夫（〃） 

小野　久一（須郷田） 

小松　正雄（舘合新田） 

高橋重四郎（　  〃  　） 

畑山　裕輝（島） 

 

大庭喜一郎（船木） 

 

大庭喜一郎（船木） 

町共進会出陳区分別優等賞受賞名簿 

秋田しんせい農協畜産共進会受賞名簿（本町抜粋）
区　　分 優　　勝 

東由利町 

東由利町 

準 優 勝  

大 内 町  

仁賀保町 

３　　位 

由 利 町  

矢 島 町  

肉用牛の部 

乳用牛の部 
優　　勝 

東由利町 

準 優 勝  

大 内 町  

３　　位 

矢 島 町  

出 品 区 分  

 

 

 

 

出 品 区 分  

 

 

 

出 品 区 分  

 

出 品 区 分  

名　　号 

 

 

 

 

名　　号 

 

 

 

名　　号 

 

名　　号 

出　陳　者  

 

 

 

 

出 　陳　者  

 

 

 

出 　陳　者  

 

出　陳　者  

肉用牛若牛2区 

肉用牛 

父系牛登録群区 

 

 

肉用牛 

父系牛群区 

 

 

肉用牛若牛2区 

 

肉用牛若牛2区 

肉用牛若牛3区 

肉用牛 

父系牛登録群区 

 

乳用牛ホルスタイン種 

未経産区 

ひめ 

きたふく 

くにひめ 

さざんか 

 

きたふく 

くにひめ 

さざんか 

 

ひめ 

 

ひめ 

たけひめ 

きたふく 

くにひめ 

さざんか 

フィーンランド 

ビクトリアチーフ 

高　橋　新　一 

鈴　木　　　隆 

小　野　武　雄 

武　田　秀　夫 

 

鈴　木　　　隆 

小　野　武　雄 

武　田　秀　夫 

 

高　橋　新　一 

 

高　橋　新　一 

小　松　建　一 

鈴　木　　　隆 

小　野　武　雄 

武　田　秀　夫 

大　庭　喜一郎 

部 門 別  

団 体 賞  

団体総合 

成　　績 

区 分 別  

最優秀賞 

最 優 秀  

群　　区 

特 別 賞  

最優秀個 

人特別賞 

優　等　賞 

部
　
門
　
別
　
受
　
賞
　
者 

特
別
賞
受
賞
者 



八
塩
い
こ
い
の
森
の
新
た
な
プ
レ
イ

ス
ポ
ッ
ト
、
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

完
成
。
そ
の
オ
ー
プ
ン
式
典
が
八
月
一

日
、
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
県
、
町
議
会
、
地
域
関

係
者
な
ど
約
五
十
人
が
出
席
。
オ
ー
プ

ン
を
待
ち
わ
び
た
利
用
者
が
見
守
る
中
、

阿
部
町
長
、
小
松
町
議
会
副
議
長
な
ど

に
よ
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
オ

ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

阿
部
町
長
な
ど
に
よ
る
始
球
式
が
行

わ
れ
た
後
、
湯
沢
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協

会
事
務
局
長
牧
野
昭
一
氏
が
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
や
プ
レ
ー
に
つ
い
て

説
明
。

さ
っ
そ
く
詰
め
掛
け
た
利
用
者
が
真

新
し
い
芝
の
感
触
を
確
か
め
な
が
ら
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

な
お
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
八
月
五

日
ま
で
無
料
開
放
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
打
と
う
と
す
る
姿
勢

に
入
っ
た
と
き
、同
伴
者
は
動
い
た
り
、

声
を
出
し
た
り
ホ
ー
ル
の
前
後
に
立
っ

た
り
し
な
い
で
ね
。

◆
オ
ナ
ー
（
最
初
の
打
者
）
は
前
の
組

が
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
す
る
ま
で
ボ
ー
ル
を

打
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
。

◆
１
ホ
ー
ル
が
終
わ
っ
た
ら
、
す
み
や

か
に
ホ
ー
ル
を
は
な
れ
、
次
の
組
が
プ

レ
ー
で
き
る
よ
う
合
図
を
し
よ
う
。

◆
芝
生
、植
栽
等
は
傷
め
な
い
よ
う
に
、

ま
た
、
用
具
は
大
切
に
使
っ
て
ね
。

第
五
回
議
会
臨
時
会
が
七
月
二
十
五

日
に
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

及
び
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
袖
山
沢

中
線
開
設
工
事
請
負
契
約
締
結
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
東
由
利
町
一
般
会
計

の
歳
入
歳
出
予
算
に
、
そ
れ
ぞ
れ
八
千

二
百
五
十
万
三
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
四
十
一
億
二
千
三
百
六
十
五
万

六
千
円
と
し
た
も
の
。
追
加
と
な
っ
た

主
な
歳
出
補
正
予
算
は
次
の
と
お
り
。

▼
庁
舎
建
設
に
か
か
る
工
事
費
七
千
八

百
八
十
九
万
円
▼
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
従

業
員
賃
金
百
十
一
万
四
千
円
▼
除
雪
車

等
購
入
費
二
百
六
万
五
千
円

な
お
、
庁
舎
建
設
工
事
が
平
成
十
三

年
度
と
十
四
年
度
の
二
ヵ
年
に
ま
た
が

る
こ
と
か
ら
、
工
事
関
連
予
算
総
額
を

八
億
七
千
九
百
十
四
万
二
千
円
と
し
ま

し
た
。

■
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
袖
山
沢

中
線
開
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結

▼
契
約
金
額
・
六
千
三
十
七
万
五
千

円
／
㈲
長
谷
山
建
設
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▲オープンした八塩パークゴルフ場

▲パークゴルフ場の盛況を願ってテープカット

モ
ウ
太
く
ん

か
ら
の
お
願
い

第
五
回
議
会
臨
時
会

七
月
二
十
五
日
招
集

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
塩
い
こ
い
の
森
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

�
６
９
│
２
３
３
２



平
成
十
三
年
度
消
防
訓
練

大
会
が
七
月
二
十
二
日
、
げ

ん
き
館
駐
車
場
で
消
防
団
員
、

婦
人
消
防
隊
、
関
係
者
な
ど

約
三
百
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
消
防
訓
練
は
町
消
防

団
員
と
し
て
、
消
防
規
律
訓

練
な
ら
び
に
消
防
器
具
の
取

り
扱
い
、
操
作
に
い
か
に
習

熟
し
て
い
る
か
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
い
か
に
迅
速
か
つ

確
実
な
火
災
防
御
を
期
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
な
ど
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
が
発
揮
さ

れ
る
だ
け
に
、
各
分
団
と
も

に
炎
天
下
の
な
か
、
本
番
さ

な
が
ら
の
白
熱
し
た
競
技
を

展
開
し
ま
し
た
。

競
技
は
五
つ
の
分
団
が

出
場
し
た
通
常
点
検
お
よ

び
小
隊
訓
練
、
一
班
が
出

場
し
た
自
動
車
ポ
ン
プ
操

法
、
十
五
班
が
出
場
し
た

小
型
ポ
ン
プ
操
法
で
各
々

行
わ
れ
、
そ
の
総
合
成
績

に
よ
り
総
合
優
勝
分
団
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
、
審
査
員

採
点
結
果
、
総
合
で
第
五

分
団
が
優
勝
、
自
動
車
ポ

ン
プ
操
法
で
第
一
分
団
第

一
班
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

で
第
五
分
団
第
一
班
が
そ
れ

ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
優
勝
分
団

は
八
月
四
日
に
行
わ
れ
る
本

荘
市
由
利
郡
消
防
訓
練
大
会

に
出
場
し
ま
す
。
各
部
門
で

の
健
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（

）
内
は
指
揮
者
・
敬
称
略

◇
総
合
の
部
◇

優
　
勝

第
五
分
団

（
分
団
長
・
佐
々
木
安
彦
）

準
優
勝

第
一
分
団

（
分
団
長
・
佐
藤
　
幸
輝
）

第
三
位

第
三
分
団

（
分
団
長
・
村
上
　
栄
志
）

◇
規
律
訓
練
の
部
◇

第
一
位

第
五
分
団

（
佐
々
木
安
彦
）

第
二
位

第
三
分
団

（
村
上
　
栄
志
）

第
三
位

第
一
分
団

（
佐
藤
　
幸
輝
）

◇
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
◇

第
一
位

第
一
分
団
第
一
班

（
渡
辺
　
利
宏
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
◇

第
一
位

第
五
分
団
第
一
班

（
梅
津
　
正
明
）

第
二
位

第
五
分
団
第
二
班

（
大
庭
　
宏
尚
）

第
三
位

第
一
分
団
第
二
班

（
佐
藤
太
智
雄
）
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▲規律訓練で1位を獲得した第5分団

▲炎天下白熱した競技を展開したポンプ操法

訓
練
大
会
成
績
結
果
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参議院の本町投票率は67.72パーセント
七
月
二
十
九
日
、
任
期
満

了
に
伴
う
、
第
十
九
回
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
本
町
の
投
票
率
は

前
回
（
平
成
十
年
）
の
七

二
・
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
を

四
・
四
二
ポ
イ
ン
ト
下
回
る

六
七
・
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
。

選
挙
の
集
計
結
果
等
は
次
の

と
お
り
で
す
。

すずき俊夫　　　　１６８票
ささき長秀　　　　２０７票
斉藤さちこ　　　　１６６票
たかまつ和夫　　　３０９票
かねだ勝年　　 １,８６５票

日本共産党　　１２６.000票
第二院クラブ　　１６.000票
維新政党・新風　　３.000票
女性党　　　　　１０.000票
無所属の会　　　　１.000票
保守党　　　　　３７.000票
民主党　　　　２１９.500票
新社会党　　　　２０.000票
自由連合　　　　２２.250票
公明党　　　　４４４.000票
自由民主党　１,３１５.250票
社会民主党　　１４４.000票
自由党　　　　１２４.000票
新党・自由と希望　３.000票

― 参議院議員通常選挙 ― 候補者別得票数

政党別得票数

投　票　区 有権者数 投票者数 投票率 

第１（黒渕） 

第２（田代） 

第３（袖山） 

第４（舘合） 

第５（松柴） 

第６（老方） 

第７（祝沢） 

第８（法内） 

第９（  蔵  ） 

第10（黒沢） 

第11（大琴） 

第12（杉森） 

　　計 

318 

289 

148 

853 

60 

854 

39 

341 

575 

66 

534 

68 

4,145

192 

207 

112 

548 

50 

578 

32 

250 

396 

50 

351 

41 

2,807

60.38％ 

71.63％ 

75.68％ 

64.24％ 

83.33％ 

67.68％ 

82.05％ 

73.31％ 

68.87％ 

75.76％ 

65.73％ 

60.29％ 

67.72％ 

本町の各投票区別投票結果 

七
月
二
十
日
、
登
山
家
と
し
て
世
界
的
に
著
名
な

今
井
通
子
さ
ん
と
そ
の
一
行
七
人
が
来
町
さ
れ
ま
し

た
。
四
十
年
来
親
交
が
あ
る
と
い
う
佐
藤
清
圓
矢
島

町
長
の
招
き
で
講
演
に
来
県
し
た
つ
い
で
と
の
こ
と

で
し
た
。

昨
年
、
法
内
の
八
本
ス
ギ
が
「
森
の
巨
人
た
ち
百

選
」
の
一
本
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
選
定
委

員
の
一
人
が
今
井
さ
ん
と
の
こ
と
で
、「
自
ら
が
選
定

し
た
八
本
ス
ギ
を
見
て
み
た
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
、
佐
藤
町
長
か
ら
仄
聞
し
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
是
非
案
内
し
た
い
と
申
し
出
て
実
現
し
た
も
の

で
し
た
。

今
井
通
子
さ
ん
と
は
ま
っ
た
く
面
識
が
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
、
全
国
山
村
振
興
連
盟

主
催
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
村
視
察
で
ス
イ
ス
の

名
峰
ア
イ
ガ
ー
の
麓
の
町
に
泊
ま
っ
た
際
、
同

地
で
は
ア
イ
ガ
ー
北
壁
を
登
っ
た
最
初
の
女
性

登
山
家
と
し
て
、
今
井
さ
ん
を
神
様
の
如
く
尊

敬
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
難
壁
に
挑
み
、
女
性
で
世
界
初
の
登
頂

を
成
功
さ
せ
、
現
地
で
神
様
の
よ
う
に
崇
め
ら

れ
て
い
る
方
と
の
こ
と
で
す
か
ら
、
ど
ん
な
女

傑
か
一
度
は
お
目
に
か
か
り
た
い
も
の
と
、
強

く
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
願
っ
て
も
な
い
チ
ャ
ン

ス
で
し
た
。
道
の
駅
黄
桜
の
里
で
九
時
に
待
ち
合
わ

せ
、
八
人
乗
り
ワ
ゴ
ン
車
を
運
転
し
て
来
た
サ
ン
グ

ラ
ス
の
今
井
さ
ん
と
合
流
、
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
ま

ず
は
岩
館
の
乳
房
の
イ
チ
ョ
ウ
を
案
内
し
ま
し
た
。

「
杉
の
巨
木
は
よ
く
見
る
が
イ
チ
ョ
ウ
の
木
で
こ

ん
な
に
大
き
い
の
は
初
め
て
だ
」
と
、
今
井
さ
ん
始

め
、
一
行
の
皆
さ
ん
は
痛
く
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
日
本
一
の
イ
チ
ョ
ウ
の
木
だ
と
自
慢
し
て

い
る
こ
と
も
伝
え
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
ガ
ー
北
壁

の
話
の
中
で
、「
ス
イ
ス
で
は
今
井
さ
ん
を
神
様
だ
と

崇
め
て
い
ま
し
た
」
と
伝
え
た
ら
、「
と
ん
で
も
な
い
」

と
謙
遜
さ
れ
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
八
本
ス
ギ
も
案
内
し
ま
し
た
が
、
皆
さ

ん
は
岩
館
の
イ
チ
ョ
ウ
の
印
象
が
か
な
り
強
か
っ
た

よ
う
で
「
よ
く
自
然
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
ね
。
す

ば
ら
し
い
自
然
で
す
ね
」
と
緑
の
環
境
を
う
ら
や
ま

し
が
り
、「
東
京
は
今
大
変
な
暑
さ
で
富
士
山
も
不
気

味
な
ん
で
す
よ
」
な
ど
と
物
騒
な
こ
と
ま
で
話
題
に

し
て
い
ま
し
た
。

今
井
さ
ん
ら
一
行
は
、
午
後
の
矢
島
町
の
講
演
会

ま
で
の
間
に
、
象
潟
町
中
島
台
の
巨
木
や
鳥
海
マ
リ

モ
を
視
察
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
忙
し
く
、
そ
の
ま

ま
国
道
ま
で
先
導
し
て
別
れ
ま
し
た
が
感
激
の
一
時

間
余
り
で
あ
り
ま
し
た
。

同
日
午
後
か
ら
は
、
雄
物
川
町
の
民
間
サ

ー
ク
ル
等
が
横
荘
鉄
道
廃
止
三
十
周
年
を
記

念
し
て
企
画
し
た
旧
横
荘
鉄
道
敷
を
歩
く
メ

モ
リ
ー
ウ
オ
ー
ク
の
参
加
者
約
百
人
の
皆
さ

ん
を
、
旧
老
方
駅
舎
跡
の
役
場
前
で
お
迎
え

し
ま
し
た
。
二
井
山
駅
跡
か
ら
終
点
の
老
方

駅
跡
間
約
十
二
キ
ロ
を
一
人
の
落
伍
者
も
無

く
完
歩
で
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
格
別
暑

い
日
で
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ
に
「
自
然
を
満
喫

し
て
来
た
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

午
前
の
今
井
さ
ん
一
行
も
午
後
の
横
荘
鉄

道
跡
を
踏
破
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
「
自
然
が
…
自
然
が

豊
か
…
」
と
感
激
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。
緑
の
自
然
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
っ
て

い
る
私
た
ち
に
は
な
か
な
か
そ
の
感
激
が
少
な
い
こ

と
で
す
が
、
私
た
ち
は
大
変
優
れ
た
自
然
環
境
の
中

に
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
も
っ
と
意
識
す
べ
き

だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
と
思
わ
せ
ら
れ
た

一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

翌
日
、
鳥
海
山
の
山
頂
で
、
ま
た
今
井
さ
ん
一
行

や
藤
原
陽
太
郎
さ
ん
ら
と
お
会
い
し
、
雄
大
な
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
眼
下
に
世
界
の
登
山
家
今
井
さ
ん
と
握

手
を
し
て
更
な
る
ご
活
躍
を
祈
り
ま
し
た
。

▲投票説明とともに用紙が渡される
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活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に

六
月
二
日
（
土
）、
有
鄰
館
で
行
な
わ
れ
た
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
講
座
に
お
い
て
、
北

海
道
教
育
大
学
の
宇
留
間
昴
教
授
に
よ
る
講
演

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
は
介
護
だ
け
で
は
対

応
で
き
ま
せ
ん
。
老
人
の
願
望
は
健
康
な
ま
ま

で
老
い
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、こ
れ

か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
高
齢
者
の
こ
と
を
考

え
る
べ
き
で
す
」

「
ス
ポ
ー
ツ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
き
ま
す
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
が
ス
ポ
ー
ツ
だ

と
定
義
す
る
と
広
が
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
ス
ポ

ー
ツ
と
は
あ
く
ま
で
運
動
だ
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
て
ほ
し
い
も
の
。
今
の
子
ど
も
た
ち
は
体

育
嫌
い
の
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
あ
り
、
振
興
を
考

え
る
場
合
、
ス
ポ
ー
ツ
自
体
の
概
念
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
」（
当
日
の
講
演
か
ら
）

ま
た
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
ス
ポ

ー
ツ
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
集
団
で
何
が

で
き
る
の
か
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
す
る

意
見
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
具
体
的
に
町
づ
く
り
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
が
行
な
わ
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
七
月
に
行
な
わ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
行
事
、
八
月
以
降
予
定
さ
れ
て
い
る
行

事
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。（
町
主
催
、
各

協
会
主
催
含
む
）

発
想
は
「
遊
ぶ
」
公
園
か
ら

今
月
号
五
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
八

月
一
日
（
水
）
八
塩
い
こ
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
北
海
道
幕
別
町
で
昭
和
五

十
八
年
に
生
ま
れ
た
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

名
前
の
と
お
り
公
園
で
楽
し
む
ゴ
ル
フ
。
都
会

の
公
園
は
「
見
て
楽
し
む
」
公
園
が
中
心
で
す

が
、
同
町
で
は
逆
転
の
発
想
で
「
遊
ぶ
公
園
」

を
目
指
そ
う
と
創
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
設
立
に

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン
に
さ
き
が
け
、

七
月
八
日
（
日
）、
朋
楽
荘
に
お
い
て
東
由
利
町

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
（
Ｈ
Ｙ
Ｐ
Ｇ
Ａ
）
が
設
立
、

同
時
に
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
団
体
は
町
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の

親
睦
交
流
及
び
普
及
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
八
月
一
日
現
在
で
、

六
十
三
名
の
会
員
が
属
し
て
い
ま
す
。

総
会
で
は
①
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
普
及
・
振
興

②
定
期
的
練
習
会
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
大

会
等
の
開
催
③
研
修
会
・
講
習
会
開
催
な
ど
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
に
か
か
わ
る
事
業
振
興
を
行
う
こ

と
等
の
活
動
目
標
と
、
役
員
と
し
て
会
長
に
佐

野
拓
和
さ
ん
﹇
新
町
﹈、
副
会
長
に
長
谷
山
光
さ

ん
﹇
石
高
﹈、
大
沼
孝
昭
さ
ん
﹇
蔵
新
田
﹈
が
そ

れ
ぞ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

総
会
と
同
時
に
同
会
員
の
皆
さ
ん
が
岩
城
町

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
は
湯
沢
と
本
荘
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
員
が

参
加
、
各
チ
ー
ム
毎
に
実
際
に
試
合
を
行
い
な

が
ら
ル
ー
ル
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
同
会
の
活
動
と
し
て
九
月
に
オ
ー
プ
ン

記
念
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
十
月
七
日
（
日
）

に
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。ス

ポ
少
で
も
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

ま
た
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
普
及
は
ま
ず
若
年

層
か
ら
、
と
八
月
十
九
日
（
日
）
に
は
第
十
五

回
東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
で
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
を
実
施
す
る
予
定
（
雨
天
時
家
庭

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
で
す

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
同
競
技
を
理
解
す

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
涼
し
い
場
所
も
い
い
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
困
り
も
の
。
時
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
大
人
も
子
ど
も
も
い
い
汗

を
か
く
こ
と
が
大
切
。
汗
を
か
く
こ
と
で
い
い
気
分
転
換
に
な
り
、
暑
い
夏
を

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

今
回
は
公
民
館
等
で
実
施
し
て
い
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

▲7月8日岩城町パークゴルフ場で研修が行われた

▲皆が楽しめるパークゴルフ

「
町
お
こ
し
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
」

特
集
・
夏

ス
ポ
ー
ツ
の
ス
ス
メ
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る
い
い
機
会
で
も
あ
り
、
多
数
の
参
加
を
期
待

し
た
い
も
の
で
す
。

町
お
こ
し
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
。
今
後
、
町
内
で
の
普

及
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

夏
へ
む
け
て
い
い
汗
を

＊
一
、
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス

六
月
十
四
日
か
ら
七
月
十
三
日
ま
で
、
毎
週

木
曜
午
後
七
時
か
ら
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

（
全
五
回
）
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
た
び
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

今
回
の
同
教
室
へ
の
参
加
者
は
延
べ
百
ニ
人
。

教
室
で
は
町
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
が
初
心
者
に

対
し
て
丁
寧
に
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。参

加
者
た
ち
は
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
心
地
よ
い
汗
を
流

し
、
仲
間
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
発
足
し
た
東
由
利
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
も
会
員
数
が
二
〇
人
を
数
え
て
い
ま
す
。
幅

広
い
世
代
が
参
加
し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
の
中
で
の
活
動
が
好
評
で
す
。

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
興
味
が
あ
る
方
は
公
民
館

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
担
当
者
ま
で
。

＊
ニ
、
ナ
イ
タ
ー
野
球

お
盆
の
社
会
人
野
球
に
先
駆
け
て
、
六
月
四

日
（
月
）
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
第
十
回
東
由

利
町
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
で
は
、
宿
が
昨
年
優

勝
し
た
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
二
対
一
で

下
し
て
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ナ
イ
タ
ー
野
球

結
果
は
次
の
と
お
り
。

＊
三
、
少
年
宿
泊
交
流
の
集
い

六
月
二
十
八
日
（
木
）
か
ら
三
十
日
（
土
）

の
三
日
間
、
町
連
合
小
学
校
五
年
の
児
童
二
十

八
人
が
岩
城
少
年
自
然
の
家
で
「
少
年
宿
泊
交

流
の
集
い
」
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
三
校
の
児
童
ら
が
自
然
の
中
で

の
団
体
行
動
を
通
し
、
友
情
を
深
め
よ
う
と
行

な
わ
れ
た
も
の
。
少
年
自
然
の
家
を
中
心
に

様
々
な
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま

し
た
。
二
泊

三
日
と
い
う

長
丁
場
で
し

た
が
、
児
童

た
ち
は
交
流

を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

＊
四
、
東
中
野
外
体
験
活
動

「
自
然
を
愛
す
る
心
を
培
お
う
」
と
七
月
十

八
日
（
水
）、
十
九
日
（
木
）
の
両
日
東
由
利
中

学
全
校
生
徒
が
野
外
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
ふ
る
さ
と
子
ど
も
ド
リ
ー
ム
ア
ッ
プ
事

業
の
一
環
と
し
て
同
校
が
取
り
組
ん
だ
も
の
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
ベ
ー
ス
に
、
テ
ン
ト
宿

泊
、
自
然
観
察
活
動
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
釣

り
、
登
山
な
ど
の
活
動
を
通
し
豊
か
な
自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。

＊
五
、
こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

・
水
泳
教
室

町
民
プ
ー
ル
の
充
実
し
た
利
用
を
図
る
た
め

に
、
秋
田
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
本
荘
か
ら

指
導
者
を
迎
え
、
本
年
度
も
水
泳
教
室
を
実
施

し
ま
す
。

期
　
日
　
八
月
三
日（
金
）、六
日（
月
）の
二
日
間

場
　
所
　
町
民
プ
ー
ル

対
　
象
　
保
育
園
児
・
小
学
生

▽
八
月
三
日
（
金
）
十
時
三
十
分
〜
十
二
時

対
象
者
　
小
学
生

▽
八
月
六
日
（
月
）
九
時
〜
十
時

対
象
者
　
保
育
園

▽
八
月
六
日
（
月
）
十
時
三
十
分
〜
十
二
時

対
象
者
　
小
学
生

・
社
会
人
野
球
大
会

今
年
も
お
盆
﹇
八
月
十
五
日
（
水
）
〜
十
八

日
（
土
）
﹈
に
第
43
回
社
会
人
野
球
大
会
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
優
勝
、
宿
が
準
優
勝
に
輝
い
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
月
二
十
六
日（
日
）町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町

民
ス
ポ
ー
ツ
祭
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
実
施
し

ま
す
。（
雨
天
中
止
）
昨
年
度
は
四
十
八
チ
ー
ム

が
参
加
、
大
琴
が
優
勝
、
湯
出
野
が
準
優
勝
に

輝
き
ま
し
た
。

熱
気
あ
ふ
れ
る
試
合
の
模
様
を
ぜ
ひ
観
戦
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

町
で
は
今
回
紹
介
し
た
以
外
に
も
様
々
な
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

暑
い
夏
を
た
だ
過
ご
す
よ
り
、
積
極
的
に
そ

の
暑
さ
を
利
用
す
る
こ
と
が
こ
の
時
期
を
乗
り

切
る
方
法
で
す
。
秋
に
な
っ
て
夏
バ
テ
に
な
ら

な
い
よ
う
に
ま
ず
は
体
力
作
り
を
。

☆公民館だよりに対するお問い合わせは�69－2311へ

宿 袖
山 

高
瀬 

パ
ワ
ー
ズ 

法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ 

野
球
狂 

ジ
パ
ン
グ 

モ
ン
ス
タ
ー
ズ 

ル
ビ
コ
ン 

蔵 役
場 

玉
新
ラ
イ
ン
ズ 

シ
リ
ュ
ウ
ス 

ポ
パ
イ 

9 8

0 7 7 8 6 5 5 4 0 7 9 7

8076

9 12 0 7

21

宿 
第10回東由利町ナイター野球大会結果 

●最優秀選手賞　佐藤　　新（宿） 
●優秀選手賞　　長谷山智昭（ポパイ） 

⑮
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

⑭
秋
田
ル
ビ
コ
ン 

⑬
野
球
狂 

⑫
シ
リ
ュ
ウ
ス 

⑪
モ
ン
ス
タ
ー
ズ 

⑩
パ
ワ
ー
ズ 

⑨
ジ
パ
ン
グ 

⑧
玉
新
ラ
イ
ン
ズ 

⑦
法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ 

⑥
高
瀬 

⑤
蔵
パ
イ
レ
ー
ツ 

④
本
生
36
歳 

③
袖
山
オ
リ
オ
ー
ル
ズ 

②
役
場
タ
キ
オ
ン 

①
宿 

Ａ① 
8:00

Ａ② 
9:30

Ａ③ 
11:00

Ａ④ 
12:30

Ｂ① 
8:00

Ｂ② 
9:30

Ｂ③ 
11:00

Ｂ① 
9:00

Ｂ② 
11:00

Ａ① 
9:00

Ａ② 
11:00

Ｂ③ 
第2試合終了1時間後 

Ａ③ 
第2試合終了1時間後 

Ａ 
19:0018日 

16日 

15日 

Ａ：勤労者野球場 
Ｂ：町民グラウンド 

第43回東由利町社会人野球大会組み合わせ 

▲野外炊飯にて。あちこちで「うま
い！」の声が聞かれた

▲暑さに負けず町民プールに親しんだ



◆
小
　
　
説
◆

▼
ル
ー
・
ガ
ル
ー
／
京
極
夏
彦

▼
プ
ラ
ナ
リ
ア
／
山
本
文
緒

▼
海
ち
ゃ
ん
、
お
は
よ
う
／
椎
名

誠
▼
途
方
も
な
い
放
課
後
／
鷺
沢
萌

▼
巷
説
百
物
語
／
京
極
夏
彦

▼
続
巷
説
百
物
語
／
京
極
夏
彦

◆
エ
ッ
セ
イ
◆

▼
石
原
家
の
人
び
と
／
石
原
良
純

▼
ア
ホ
ー
鳥
が
行
く
／
伊
集
院
静

西
原
理
恵
子

▼
裏
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
／
松
浦
理
英

子

◆
児
　
　
童
◆

▼
ム
ー
ミ
ン
谷
シ
リ
ー
ズ
１
〜
９

／
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン

▼
こ
ぶ
た
の
さ
ん
ぽ
／
金
田
昭
三

▼
絵
本
の
あ
た
た
か
な
森
／
今
江

祥
智

◆
コ
ミ
ッ
ク
◆

▼
カ
ム
イ
外
伝
　
壱
〜
拾
弐
／
白

土
三
平

▼
藤
子
不
二
雄
Ｓ
Ｆ
全
集
１
〜
８

／
藤
子
不
二
雄

◆
歴
　
　
史
◆

▼
秋
田
の
バ
ス
事
業
／
秋
田
県
バ

ス
協
会

▼
秋
田
県
の
歴
史
／
塩
谷
順
耳

他
▼
日
本
の
歴
史
８
　
古
代
天
皇
制

を
考
え
る
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地
域
情
報

六
月
二
十
四
日
（
日
）、
法
内

地
区
テ
レ
ビ
受
信
施
設
の
完
成
を

祝
し
た
会
が
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

で
行
な
わ
れ
、
同
地
区
テ
レ
ビ
組

合
加
入
者
な
ど
関
係
者
四
十
余
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

同
組
合
は
平
成
十
二
年
度
テ
レ

ビ
難
視
聴
解
消
事
業
（
地
上
波
を

良
好
に
受
信
で
き
な
い
地
区
の
た

め
に
施
設
等
を
整
備
す
る
も
の
）

で
整
備
さ
れ
た
テ
レ
ビ
受
信
施
設

を
管
理
、
運
営
す
べ
く
組
織
さ
れ

た
も
の
で
、
加
入
世
帯
は
六
十
一

世
帯
で
す
。
当
日
の
祝
賀
会
で
は

「
テ
レ
ビ
の
映
り
が
よ
く
な
っ
た
」

「
故
障
し
た
時
の
心
配
が
な
く
な

っ
た
」
と
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

ま
た
テ
レ
ビ
難
視
聴
解
消
事
業

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
あ
る
程

度
の
ま
と
ま
っ
た
加
入
者
が
必
要

で
す
が
、
個
人
が
衛
星
放
送
設
備

を
設
置
す
る
場
合
に
そ
の
経
費
の

一
部
を
助
成
（
経
費
の
約
半
分
）

す
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

難
視
聴
地
域
対
象
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
、
公
民

館
内
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

7月 7月 

受
信
施
設
が
完
成

〜
法
内
テ
レ
ビ

▲法内に設置されたテレビ共同受信アンテナ

今
月
も
公
民
館
の
図
書

室
に
新
刊
本
が
入
荷
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
お

い
で
く
だ
さ
い
。

今月の一冊

旅の絵本Ⅰ～Ⅳ
／安野光雅

この『旅の絵本』は、
文のない絵本、つまり
「読めない絵本」です。
作者である安野氏は、
絵本でおきまりの、絵
に文章を付けるのをや
めました。読者自身が
本を開くたびに新しい
発見がある、そんな不
思議な絵本です。

バ
ス
の
旅
楽
し
む

〜
こ
と
ぶ
き
大
学
移
動
研
修

▲懐かしの横荘鉄道展にて

七
月
十
九
日
（
木
）、
こ
と
ぶ

き
大
学
移
動
研
修
が
行
な
わ
れ
、

同
大
学
生
百
八
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
研
修
は
交
流
と
親
睦
を

深
め
る
目
的
で
毎
年
行
な
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

研
修
で
は
雄
物
川
町
資
料
館
で

横
荘
鉄
道
展
、田
沢
湖
芸
術
村「
温

泉
ゆ
ぽ
ぽ
」、田
沢
湖
ハ
ー
ブ
ガ
ー

デ
ン
な
ど
を
訪
れ
、
横
荘
鉄
道
展

で
は
残
さ
れ
た
資
料
を
前
に
懐
か

し
ん
で
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
バ
ス
の
旅
を

十
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

本の返却を
お忘れなく
あなたの家の書棚

などに公民館図書室
から借りたままにな
っている本はありま
せんか。本の貸し出
し期間は3週間です。
お心あたりのある方
は公民館まで。
公民館図書室は午

前8時30分から午後5
時15分まで開いてい
ます。平日以外に、
土日も開いてますの
でご都合のいい日に
返却願いします。

�
「
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
」
で
記
念
撮
影



「
自
然
の
中
で
友
情
と
親
睦
を

深
め
よ
う
」
と
町
内
の
小
学
六
年

生
を
対
象
に
毎
年
行
な
わ
れ
て
い

る
少
年
自
然
教
室
。
今
年
も
夏
休

み
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、
七
月
二
十

五
日
（
水
）、
二
十
六
日
（
木
）
の
両

日
八
塩
い
こ
い
の
森
で
行
な
わ

れ
、
五
十
人
の
児
童
が
参
加
し
ま

し
た
。

初
日
の
テ
ン
ト
立
て
に
始
ま
り
、

三
度
の
食
事
づ
く
り
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
、
ゲ
ー
ム
各
種
、
八
塩
登
山
な

ど
、
文
字
通
り
体
験
型
野
外
活
動

の
二
日
間
。
参
加
し
た
児
童
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
、

助
け
合
い
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
生
活

を
楽
し
み
ま
し
た
。

第
十
六
期
中
教
審
答
申
（
一
九

九
七
年
六
月
）
で
は
「
全
員
一
斉

か
つ
平
等
に
」
と
い
う
考
え
方
か

ら
「
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
に

応
じ
た
方
法
、
内
容
、
仕
組
み
を
」

と
い
う
考
え
方
の
転
換
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
野
外
活
動
で
は

ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
協
力

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
キ
ャ

ン
プ
を
通
じ
て
、
学
校
生
活
で
は

味
わ
え
な
い
「
何
か
」
を
感
じ
た

よ
う
で
す
。

日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
口

は
二
千
七
百
六
万
人
（
通
信
白
書

２
０
０
０
年
版
）
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
Ｉ
Ｔ
学
習
は
小
学
校
か
ら
」

と
八
塩
小
学
校
に
六
月
か
ら
新
し

い
児
童
用
パ
ソ
コ
ン
を
二
十
台
導

入
、
同
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ

常
時
接
続
で
き
る
環
境
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
が
日
常
に

必
要
不
可
欠
の
道
具
に
な
っ
て
い

る
今
、
八
塩
小
の
児
童
達
は
楽
し

み
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
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行
事
ニ
ュ
ー
ス

友
情
深
め
た
キ
ャ
ン
プ

パ
ソ
コ
ン
に
親
し
む

七
月
十
四
日
（
土
）、
小
学
生

を
対
象
に
し
た
わ
く
わ
く
サ
ー
ク

ル
が
行
な
わ
れ
、
十
一
人
の
児
童

が
参
加
し
ま
し
た
。
陶
芸
教
室
で

完
成
し
た
作
品
を
指
導
者
の
小
松

幸
子
先
生
か
ら
受
け
取
る
と
ど
の

顔
も
嬉
し
さ
で
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま

し
た
。

お
茶
会
で
は
五
十
嵐
惠
美
子
先

生
の
指
導
で
お
茶
の
心
得
を
学
び

ま
し
た
。
お
茶
の
基
本
は
ま
ず
礼

儀
か
ら
。
日
頃
に
ぎ
や
か
な
児
童

た
ち
も
神
妙
な
面
持
ち
で
し
た
。

古
代
ロ
マ
ン
の
旅
へ

〜
野
焼
き
を
楽
し
む
つ
ど
い

県
内
の
陶
芸
愛
好
者
が
一
堂
に

介
し
、
や
き
も
の
の
原
点
で
あ
る

「
野
焼
き
」
を
行
い
古
代
の
ロ
マ

ン
に
ふ
れ
る
「
全
県
野
焼
き
を
楽

し
む
つ
ど
い
」。
今
年
も
九
月
二

十
日
（
木
）
八
塩
い
こ
い
の
森
を

会
場
に
行
な
わ
れ
ま
す
。（
雨
天

の
場
合
翌
日
順
延
）

本
年
は
二
十
五
回
目
の
記
念
す

べ
き
節
目
の
年
。
野
焼
き
参
加
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と

も
見
学
を
し
た
い
と
い
う
方
も
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
見

学
の
み
は
無
料
）

電
話
番
号
の
変
更

〜
町
民
プ
ー
ル

町
民
プ
ー
ル
へ
の
お
問
い
合
わ

せ
・
予
約
は
六
九
―
三
六
〇
八
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。（
月
曜
休
業
）

い
よ
い
よ
夏
本
番
。
大
い
に
町

民
プ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
文
字
情
報
の
お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
文
化
課
ま
で
（
�
六
九
―
ニ

三
一
一
）

〜
少
年
自
然
教
室

〜
八
塩
小
パ
ソ
コ
ン
導
入

▲「汚れが落ちない」悪戦苦闘した炊事

▲パソコンに積極的に取り組む児童たち▲お茶の心得を学んだ児童たち

▲八塩登山は苦しくもまた楽し

お
茶
心
得
は
礼
儀
か
ら

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
活
動

文
字
情
報
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第
八
回
東
由
利
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

が
七
月
二
日
、
大
森
町
の
羽
後
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
三
十
人
で
、
和
気

あ
い
あ
い
の
中
に
も
真
剣
に
プ
レ
ー
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
同
協
会
の

総
会
が
行
わ
れ
、
新
役
員
が
決
定
し
ま

し
た
。
大
会
結
果
、
新
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

町
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

本
町
の
中
学
校
を
は
じ
め
各
小
学
校
で
一

年
間
英
語
を
指
導
し
て
く
れ
た
エ
ミ
リ
ー
先

生
が
七
月
で
任
期
を
終
え
、
イ
ギ
リ
ス
へ
帰

国
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
退
任
に
あ
た

り
、
今
の
お
気
持
ち
を
広
報
係
が
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
八
月
か
ら
エ
ミ
リ
ー
さ
ん
と
入
れ

替
わ
り
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ニ
コ

ラ
・
エ
リ
ス
さ
ん
が
東
由
利
に
や
っ
て
来
ま

す
。
ニ
コ
ラ
先
生
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

エ
ミ
リ
ー
さ
ん
に
と
っ
て
東
由
利
町
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
し
た
か
？

と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
初
め

て
東
由
利
に
来
た
と
き
は
駅
も
な
い
し
、
車

も
少
な
い
の
で
驚
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
暮

エ
ミ
リ
ー
先
生
あ
り
が
と
う

ら
す
う
ち
に
静
か
で
自
然
の
美
し
い
こ
の
町

が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
人
々
も
と
て
も

親
切
で
、
私
も
こ
こ
の
住
民
の
一
員
な
ん
だ

な
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
文
化
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
か
？

日
本
は
イ
ギ
リ
ス
以
上
に
礼
儀
を
大
切
に

す
る
国
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
い
さ
つ
は
も
ち

ろ
ん
、
旅
行
に
行
っ
た
ら
必
ず
お
土
産
を
買

っ
て
き
た
り
。
そ
れ
に
、
お
店
の
定
員
が
と

て
も
礼
儀
正
し
く
サ
ー
ビ
ス
が
徹
底
し
て
い

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
店
員
は
無
礼
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
お
客
さ
ん

と
対
等
な
関
係
で
す
。

そ
の
他
の
違
い
と
し
て
は
、
仕
事
以
外
の

時
間
の
過
ご
し
方
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
人
は
レ

ジ
ャ
ー
を
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
人
は
そ
う
い
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時

間
が
少
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

東
由
利
で
の
経
験
を
通
し
て
自
分
は
変
わ

っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

は
い
。
こ
こ
に
来
る
前
よ
り
ず
っ
と
強
い

人
間
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。
外
国
語
を
使

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
交
流
し
た
り
、
異
な

る
文
化
の
中
で
生
活
す
る
と
い
う
こ
と
は
本

当
に
大
変
で
し
た
。
で
も
自
分
と
は
異
な
る

人
々
や
文
化
に
出
会
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
逃

げ
ず
に
何
と
か
理
解
し
よ
う
と
努
力
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
つ
り
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流
を

東
光
苑
・
永
慶
保
育
園
合
同
夏
祭
り

▲東光苑広場で行われた夏祭り

ま
つ
り
を
通
じ
て
地
域
と
の

交
流
を
は
か
ろ
う
と
、
東
光

苑
・
永
慶
保
育
園
合
同
夏
祭
り

が
七
月
二
十
八
日
、
東
光
苑
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
と
入
所
者
に
よ
る
「
ま

ん
ま
る
音
頭
」
を
皮
切
り
に
、

園
児
ら
が
ゆ
う
ぎ
を
披
露
し
た

ほ
か
、
飛
び
入
り
の
参
加
者
な

ど
が
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
自
慢
の

歌
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
空
を
彩
る
花
火
も

打
ち
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
は
夏

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し

た
。

▲エミリー先生の授業風景

優　　勝：小　松　昌　英
準 優 勝：佐　野　拓　和
３　　位：畠　山　基　保
ベストグロス：小　野　義　雄

会　　長：小　野　義　雄
副 会 長：小　松　信　行
〃 ：長谷山　一　雄

東
由
利
町
ゴ
ル
フ
協
会
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全
国
高
校
野
球
秋
田
大
会
決
勝
戦
が
七
月

二
十
三
日
、
秋
田
市
八
橋
球
場
で
行
わ
れ
、

金
足
農
業
高
校
が
夏
の
甲
子
園
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
捕
手
と
し

て
、
本
町
出
身
の
遠
藤
勇
樹
く
ん
（
高
二
・▲甲子園での活躍が期待さ

れる遠藤勇樹くん

が
ん
ば
れ
遠
藤
く
ん
！

本
町
初
の
甲
子
園
出
場

名前の由来は？
「３つの漢字ひとつひとつに意味を込めました。『愛』はみんなに愛されて育つ
ように、『麻』は爽やかさをイメージして、植物の麻のようにまっすぐ育つよ
うに。最後の『音』は産声がとても元気で印象的だったので、これからも人に
感動を与える存在感のある子になって欲しいと思い『愛麻音』とつけました。」
最近のエピソードは？
「外で遊ぶのが大好きで、知らないうちに玄関に行って自分で靴を履こうとし
ます。でも、まだうまく履けないので『ん・ん・ん（履かせて～）』と頼みま
す。」
本人の性格は？
「好奇心旺盛。人がやっていることをじーっと見て、真似をします。あと、ち
ょっぴり淋しがりやさんです。」
お父さんとお母さんから愛麻音ちゃんへひとこと
「愛麻音は笑顔が一番似合うね。お父さんもお母さんも愛麻音が大好きだよ。」

横山　愛麻音ちゃん横山　愛麻音ちゃん 
　　（石高・１歳）　　（石高・１歳） 
お父さん：和也さんお父さん：和也さん 
お母さん：慎子さんお母さん：慎子さん 
お話し：慎子さんお話し：慎子さん 

あ　ま　ねあ　ま　ね 

横山　愛麻音ちゃん 
　　（石高・１歳） 
お父さん：和也さん 
お母さん：慎子さん 
お話し：慎子さん 

あ　ま　ね 

▲消防功労により贈られた表彰状

秋
田
ル
ビ
コ
ン
が
県
表
彰

秋
田
県
消
防
功
労
者
（
優
良
事
業
所
）
表
彰

第
五
十
四
回
秋
田
県
消
防
大
会
が
七

月
五
日
、
本
荘
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

秋
田
ル
ビ
コ
ン
（
株
）
が
優
良
事
業
所

と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
社
が
消
防
活
動
に
理
解

を
示
し
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

野
田
出
身
）
が
出
場
し
ま
す
。

遠
藤
く
ん
は
、
小
学
校
、
中
学
校
と
チ
ー

ム
の
主
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
中
学

校
三
年
生
の
と
き
に
は
秋
田
県
選
抜
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。
高
校
も

甲
子
園
出
場
を
目
指
し
、
有
力
校
で
あ
る
金

足
農
業
へ
進
学
。
三
六
五
日
厳
し
い
練
習
に

耐
え
、
今
回
め
で
た
く
夢
の
甲
子
園
出
場
と

な
り
ま
し
た
。

二
年
生
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
四
番
バ
ッ
タ

ー
と
し
て
チ
ー
ム
の
主
軸
を
な
し
て
い
る
遠

藤
く
ん
。
甲
子
園
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
町
出
身
で
民
謡
歌
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
柿
崎
竹
美
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
六
月

二
十
六
日
、
本
荘
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
約
七
百
人
の
観
客
が
訪
れ
、
終

始
、
そ
の
迫
力
あ
る
歌
声
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
翌
日
、
竹
美
さ
ん

が
役
場
を
訪
問
し
、「
東
京
で
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
秋
田
の
い
い
唄
を
世
界
中

の
人
に
聴
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
私
な
り

に
表
現
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

八
月
に
県
内
で
開
催
さ
れ
る
「
ワ
ー
ル
ド

ゲ
ー
ム
ズ
２
０
０
１
」
の
開
会
式
で
歌
唱
出

演
が
決
ま
っ
て
い
る
竹
美
さ
ん
。
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲コンサートで熱唱する竹美さん

東
京
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

本
町
出
身
柿
崎
竹
美
さ
ん
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平
成
十
二
年
度
か
ら
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
方
が
完
全
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
び
ん
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
製
容
器

包
装
な
ど
十
品
目
に
つ
い
て
分
別
収
集
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
域
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
も
三
種
（
無

色
・
茶
色
・
そ
の
他
）
の
び
ん
類
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
三
品
目
の
紙
類
（
新
聞
、
雑

誌
、
段
ボ
ー
ル
）
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
分
別
方
法
が
ま
だ
不

十
分
の
た
め
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
次
の
点
に

ご
注
意
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

◆
紙
　
　
類

◇
チ
ラ
シ
は
新
聞
と
ま
ぜ
て
も
よ
い
が
、

ビ
ニ
ー
ル
で
包
装
さ
れ
た
小
冊
子
は
ま
ぜ

な
い
。（
ビ
ニ
ー
ル
か
ら
取
り
出
し
て
雑

誌
と
し
て
分
別
）

◇
紙
類
を
縛
る
と
き
は
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

で
は
な
く
紙
ひ
も
を
使
う

◆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

◇
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
中
身
を
ゆ
す
ぐ

◇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
マ
ジ
ッ
ク
で
書
き
込

ん
だ
も
の
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
の

で
、
燃
え
る
ご
み
へ

◆
び
　
　
ん

◇
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
中
身
を
ゆ
す
ぐ

◇
板
ガ
ラ
ス
や
瀬
戸
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
な
い
の
で
燃
え
な
い
ご
み
へ

◇
ビ
ー
ル
び
ん
や
一
升
瓶
は
販
売
店
で
引

き
取
っ
て
も
ら
う

広
域
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
か
ら
の

お
　
願
　
い

▲紙類は紙ひもで束ねる

▲ペットボトルのキャップははずそう

問
い
合
わ
せ
　
町
民
福
祉
課
生
活
環
境
係

�
６
９
―
２
１
１
７

「
新
世
紀
　
初
心
に
か
え
り
　
交
通
安
全
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
夏
の
交
通
安
全
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
が
八
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で

の
十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
夏
の
暑
さ
や
行
楽
な
ど

に
よ
る
開
放
感
、
疲
労
な
ど
か
ら
く
る
無

謀
運
転
や
飲
酒
運
転
等
に
伴
う
交
通
事
故

の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民

一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
総

ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

運
動
の
重
点
は

１
若
者
の
交
通
事
故
防
止

２
飲
酒
運
転
の
徹
底
追
放

３
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
推
進
　
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
防
止
に
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

夏
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
実
施

８
月
１
日
か
ら
10
日

問い合わせ 町民福祉課生活環境係
�６９－２１１７

若者の交通事故防止

飲酒運転の徹底追放

シートベルトとチャイルド　
シートの着用推進
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短期入所の利用枠を使い切ってしまいましたが、介護者が病気のた
め一週間程度短期利用できないでしょうか。

短期入所の振り替え利用が考えられます。振り替え利用とは、要介護者が痴呆であるなどから
介護者である家族等の介護が困難である場合や、家族が高齢・疾病等であるなどの理由から在
宅での介護が困難な場合に、本来の短期入所サービスの利用枠を使い切った後に、訪問通所サ

ービスの支給限度額の利用可能な枠の範囲内で、短期入所サービスに振り替えて利用できる制度です。

振り替え利用の日数は・・・
要介護度別に、振り替え利用できる最大日数は右表の通りです。
ただし、振り替え利用を行う場合は、原則として連続した短期入所サービ

スの利用は30日まで、約6ヵ月間の要介護認定期間中の短期入所サービスの
利用日数はその期間のおおむね半数を超えないように設定されています。

費用の支払いは・・・
原則として利用者がいったん全額を支払って、後日保険給付分が償還払い

になりますが、事業所が直接介護報酬の支払いを受けられる受領委任方式に
より、利用者の負担は1割となります。

Q.

A.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

要介護度

要支援

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

最大日数

6日／月

16日／月

18日／月

24日／月

27日／月

30日／月

【概　要】

所 在 地：東由利町宿字上ノ台

区画面積：333.58㎡（100.90坪）

～ 497.49㎡（150.49坪）

分譲条件：

●買受者自らが居住する住宅を建築すること。

●契約締結後３年以内に住宅を建設し、住民

登録を行うこと。

●10年間は転売禁止。

申込・問合　企画課　�69－2113

公
　
園 

大
琴
小
学
校 

地
区
集
会
施
設 

① ② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ ⑪ 

⑫ 

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ 

済 済 

済 

至本荘 

国
道
１
０
７
号 

至
横
手 

ここ 
大
琴 

至本荘 

蔵 

大平スキー場 

玉米 

至羽後町 

至横手 

役場 
● 

● 

道の駅 
黄桜温泉 
「湯楽里」 
ふれあいぷらざ 
「ぷれっそ」

横手市・横手インター45分 横手市・横手インター45分 

大曲市4
5分 

大曲市4
5分 

湯沢市50分 
湯沢市50分 

本荘市2
0分 

本荘市2
0分 

秋田市（秋田空港）70分 
秋田市（秋田空港）70分 

10分以内（町内） 
保育所・スキー場・郵便局・温泉 
金融機関・ショッピングセンター・役場・JA 
小学校・中学校・高校・野球場・ゲートボール場 
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夏
の
ズ
ボ
ン
下
と
し
て
男
性
が
用
い
る

「
す
て
て
こ
」
は
、
ひ
ざ
下
ま
で
の
長
さ

で
、
通
気
性
に
富
む
下
ば
き
の
一
種
で
す
。

「
す
て
て
こ
」
の
名
は
、
初
代
と
さ
れ
る

三
遊
亭
円
遊
が
、
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）

年
に
は
や
ら
せ
た
「
す
て
て
こ
踊
り
」
に

由
来
し
ま
す
。

寄
席
の
高
座
で
、
じ
ん
じ
ん
ば
し
ょ
り

（
着
物
の
後
ろ
の
す
そ
を
つ
ま
み
、
帯
の

結
び
目
の
下
に
は
さ
ん
だ
格
好
）
の
円
遊

は
、
下
ば
き
を
見
せ
な
が
ら
下
座
の
鳴
り

物
を
フ
ル
に
使
い
、
片
ひ
じ
を
た
た
い
て

手
首
を
ピ
ョ
コ
ピ
ョ
コ
さ
せ
た
り
、
大
き

な
鼻
を
つ
ま
ん
で
は
投
げ
捨
て
る
ま
ね
を

繰
り
返
し
た
り
し
て
踊
り
ま
し
た
。
投
げ

捨
て
る
た
び
に
「
捨
て
て
い
こ
う
」
と
い

う
意
味
で
、「
す
て
て
こ
、
す
て
て
こ
」

と
い
う
は
や
し
言
葉
を
使
っ
た
の
で
「
す

て
て
こ
踊
り
」
と
呼
ば
れ
、
下
ば
き
に

「
す
て
て
こ
」
の
名
が
つ
い
た
と
い
う
わ

け
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
落
語
家
は
座
っ
た
ま
ま
で

踊
る
し
き
た
り
で
し
た
が
、
そ
れ
を
破
っ

た
ナ
ン
セ
ン
ス
な
踊
り
の
目
新
し
さ
が
人

気
を
呼
び
、
宴
席
の
余
興
で
も
大
流
行
し

ま
し
た
。

以
来
、
百
二
十
年
、
踊
り
は
忘
れ
ら
れ

ま
し
た
が
、「
す
て
て
こ
」
は
ま
だ
生
き

延
び
て
い
る
よ
う
で
す
。

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
と
は
、
あ
る
生

物
か
ら
目
的
と
す
る
優
れ
た
遺
伝
子
を
取

り
出
し
、
品
種
改
良
し
た
い
生
物
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
組
み
込
ん
で
新
し
い
性
質
を
付
与
す

る
「
遺
伝
子
組
み
換
え
」
と
い
う
技
術
に

よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
食
品
の
こ
と
。

こ
れ
ま
で
の
交
配
に
よ
る
品
種
改
良
と

異
な
り
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
は
、
有

用
な
遺
伝
子
を
種
の
壁
を
超
え
て
導
入
で

き
る
た
め
、
改
良
可
能
な
農
作
物
の
種
類

を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
も
と
も
と
生
物
が
持
っ
て
い
る
有
用

な
性
質
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
き
め
細
や

か
な
改
良
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
技
術
に
よ
っ
て
、
病
気

や
害
虫
に
強
い
農
産
物
や
除
草
剤
の
影
響

を
受
け
な
い
農
産
物
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
は
、
人
体
へ
の

安
全
や
環
境
へ
の
影
響
の
有
無
な
ど
が
確

認
さ
れ
た
後
、
販
売
が
許
可
さ
れ
ま
す
。

日
本
で
は
現
在
、
大
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し
、

ナ
タ
ネ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
綿
実
、
テ
ン
サ

イ
の
六
品
目
が
販
売
を
許
可
さ
れ
て
い
ま

す
。今

年
四
月
か
ら
は
「
遺
伝
子
組
み
換
え

食
品
」
の
表
示
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

す
て
て
こ

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

か
ね
て
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し

た
「
思
い
出
た
か
ら
箱
事
業
」
の
タ
イ
ム

カ
プ
セ
ル
開
封
行
事
を
、
次
の
日
程
で
実

施
い
た
し
ま
す
。

開
封
行
事
に
あ
た
っ
て
は
、
十
三
年
前

の
児
童
、
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
、
そ
し

て
関
係
者
の
方
々
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
み

な
さ
ん
に
ご
参
集
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

期

期
　
日
　
平
成
十
三
年
八
月
十
六
日（
木
）

式
日
程
　
受
付
　
午
後
一
時
か
ら

開
会
　
午
後
一
時
半

閉
会
　
午
後
三
時
十
五
分

祝
賀
会
　
午
後
三
時
半
よ
り
高
瀬
館
に
お

い
て
行
い
ま
す

そ
の
他
　
式
・
祝
賀
会
へ
の
参
加
連
絡
を

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す

―
―
―
大
琴
小
学
校

さよなら大琴小学校シリーズ③

『目をさますタイムカプセル』
13年前の昭和63年11月3日、大琴小学校のグラウンド

にタイムカプセルが埋められました。当時の児童は今、
19～25歳の立派な青年となっています。カプセルの中身
はなつかしい作文や図画、写真、ビデオテープなど。学
校最後の年となる今年、夏休み中の8月16日にその開封行
事が行われます。

昭和56年４月　宿、袖山小学校を統合し大琴小学校
誕生

58年３月　自転車置場、トイレ付小屋完成
９月　健康優良校として３年連続朝日新聞

社賞受賞
10月　「白鳥の像」除幕（渡辺学校長制作）

59年６月　郡市小学校野球大会で優勝
61年10月　校旗完成
12月　国旗掲揚塔完成

62年９月　大琴地区に「あいさつ通り」設置
63年４月　大台分校が冬季分校となる
８月　新遊具５基設置、校門設置
９月　礎石101年、校舎落成10周年記念式

典挙行
平成元年10月　女子卓球部郡市大会優勝

６年12月　大台冬季分校休校
９年３月　大台分校閉校
13年11月　開校20周年、閉校記念式典挙行
14年３月　高瀬小学校と統合し、廃校

大琴小学校の沿革概要（その2）

大琴小学校
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よりよき生活習慣で病気を予防する 
Vol
.14

「
豚
肉
と
ニ
ン
ニ
ク
の
炒
め
物
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

豚
肩
ロ
ー
ス
（
薄
切
り
）
１
６
０
ｇ
、
ニ
ン
ニ
ク
の
芽
１
２
０
ｇ
、
サ
ラ
ダ

油
大
１
／
２
、
清
酒
大
１
／
２
、
塩
小
１
／
５
、
こ
し
ょ
う
少
々
、
し
ょ
う

ゆ
小
２

《
作
り
方
》

①
ニ
ン
ニ
ク
の
芽
は
食
べ
や
す
い
長
さ
に
切
り
さ
っ
と
ゆ
で
る
。

②
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
、
豚
肉
と
ニ

ン
ニ
ク
の
芽
を
入
れ
て
炒
め
、
酒
、
塩
、

こ
し
ょ
う
、
醤
油
で
味
を
つ
け
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

ニ
ン
ニ
ク
の
芽
は
疲
労
回
復
、
食
欲
増

進
、
強
壮
等
で
お
な
じ
み
の
食
材
で
す
。

夏
バ
テ
気
味
で
食
欲
の
な
い
方
に
お
す
す

め
の
一
品
で
す
。
お
好
み
に
よ
り
、
豆
板

醤
を
加
え
る
と
、
さ
ら
に
お
い
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。

（
高
橋
保
健
婦
）

佐々木友
とも

美
み

ちゃん
大琴（良一さん）

佐々木泉
いず

美
み

ちゃん
大琴（良一さん）

嶽石　聖
まさ

洸
ひろ

くん
八日町（嘉規さん）

石綿　莉
り

沙
さ

ちゃん
横渡（工さん）

鎌田　将
まさ

輝
き

くん
黒渕（敏さん）

千葉　優
ゆう

平
へい

くん
黒沢（康悦さん）

木島　健
けん

吾
ご

くん
大台（省吾さん）

渡辺絵
え

美
み

里
り

ちゃん
舘合新田（要さん）

高橋　望
のぞ

美
み

ちゃん
杉森（忠広さん）

むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

～3歳児健診より～

齋藤　颯
はや

人
と

くん
新町（一さん）

三浦　直
なお

也
や

くん
田代（雅弘さん）

太田　聖
せい

也
や

くん
蔵（久隆さん）

佐藤　就
なる

輝
き

くん
蔵（和広さん）

遠藤　良恵（よしえ）さん（新町・19歳）
大東精機勤務

自分のことを「短気で、思ったことが顔や態度にす
ぐ出てしまう」と話します。明るく話しをする姿から
ははつらつとした印象を受けます。趣味はスポーツと
音楽鑑賞。町のバドミントン協会に所属していて、練
習の日は会社から帰ってちょっと休むと、着替えをし
てまた家を飛び出して行きます。初めてもらった給料
は少し家に渡して、欲しかった携帯電話を買ったとか。
休日には高校の時からの友達と遊んでいますが、自分
で車を買って遠出をしてみたいそうです。楽しみがい
っぱいの良恵さんでした。



�と　き…8月4日(土)・5日(日)
4日 14：30 5日 8：40

�内　容…◇4日個人タイムトライアル
（長泥～木在往復コース)
◇5日フルクラス（山岳コース）

ハーフクラス（高原コース）
矢島町企画商工観光課 �５５－４９５３

やしま夏まつり
�と　き…8月4日(土) 14：00
�ところ…ふれあい公園
�内　容…ライブコンサート、「太鼓と光

と花火の競演」の他、楽しい
イベントもあります。

矢島町商工会　�５６－２２０６
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お と な り 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

本荘市由利郡医学講座
�と　き…8月25日(土)

13：00～16：30
�ところ…本荘文化会館
�内　容…子供の救急体験コーナー、特別

講演「子育てを楽しく」講師／
巷野悟郎氏、シンポジウム

�入場料…無料
本荘市健康管理課　�２２－１８３４

西目町から

大内町から

第14回山と川ふるさと '01 芋川まつり
�と　き…8月5日(日)（雨天：11日に延期）

13：00～21：00
�ところ…国道105線　金崎橋周辺
�内　容…花火大会の他楽しいイベント

もあります。
大内町産業課　�６５－２２１６

岩城町から

魁星旗争奪野球大会
�と　き…8月19日(日) 8：00
�ところ…サンスポーツ岩城野球場
岩城町野球協会　�７３－２１０９

象潟町から

日本海花火フェスティバル in 象潟
�と　き…8月16日(木) 19：00
�ところ…象潟海水浴場
�内　容…約5,000発の花火と楽しいイベ

ントを用意
象潟町観光協会　�４３－６６０８

金浦町から

第11回埠頭まつり
�と　き…8月15日(水)   18：30～21：00
�ところ…金浦小学校グランド
金浦町企画課　�３８－４３００

仁賀保町から

実験教室「マイナス200度の世界を体験」
�と　き…8月5日(日)

①10：00 ②14：00
�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…液体窒素を使った各種実験

◇小学3年生～中学2年生対象
◇定員25人◇材料費100円

�入館料…大人500円、子供300円
フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

真夏の夜の映写会
�と　き…8月17日（金） 19：00
�ところ…潮風公園（雨天：勤労青少年

ホーム）
�内　容…上映映画「ピッピ南の国へ」
�入場料…無料
仁賀保町勤労青少年ホーム �３５－４７１１

にかほ夏祭り2001
�と　き…8月15日(水) 15：00～21：00
（雨天：15日に延期）

�ところ…潮風公園
�内　容…仮面ライダーアギトショー、

盆踊り、花火
産業課商工観光係　�３２－３０３８

西目町文化講演会
�と　き…8月25日(土) 19：00
�ところ…町民センター「シーガル」
�内　容…「おもしろ政治学」

講師／橋本五郎氏
�入場料…500円
町民センター「シーガル」�３３－２３１５

鳥海町から

鳥海獅子まつり
＝第28回鳥海町獅子舞番楽競演会＝

�と　き…8月16日(木) 17：00～21：00
�ところ…鳥海町健康広場特設ステージ
�内　容…370年の歴史を持つ獅子舞・番

楽の競演
鳥海町教育委員会　�５７－２８８１

矢島町から

第15回矢島カップMt. 鳥海
バイシクルクラシック

第12回東日本さつき整形競技大会
�と　き…8月19日(日) 8：30～13：30
�ところ…大内町トレーニングセンター
�参加料…6,000円
�申込先…大内町産業課（�65－2216）

さつき栽培センター（�67－2315）
大内町産業課　�６５－２２１６

秋田県から

知事と語ろう「とことんトーク」参加者募集
�と　き…9月1日(土)   10：00～12：00
�ところ…仁賀保町総合福祉交流センター

「スマイル」
�内　容…県政課題や地域の課題について

知事と住民が膝を交えてじっく
りと語り合う。
テーマ「女性パワーを生かした
地域づくり。～女性ががんばる。
男性も負けない～」

�募集人員…30人程度（傍聴も可能）
�申込方法…参加又は傍聴を希望の方は、

由利地方部県民室へ電話又はＦ
ＡＸで、8月21日までお申し込み
ください。
由利地方部県民室　

TEL２２－５４３１ FAX２２－６６８３

第6回ワールドゲームズ
4年に1度世界各地で開
催されるスポーツと文化
の祭典が、この夏８市町
村を会場にして秋田県で
開催されます。若者に人
気のニュースポーツ、高齢者でも楽しめる
生涯スポーツ、一部の国で国技となってい
る伝統スポーツなど、オリンピックでは見
られない競技の大会が盛りだくさん。みな
さんぜひ観戦してみませんか？
�と　き…8月16日（木）～26日（日）
�ところ…秋田市･雄和町･天王町･大潟村･

横手市･六郷町･本荘市･岩城町
�開催競技…空手、ボウリング、綱引きな

どおなじみの競技の他コーフボ
ール、フィンスイミングなど珍
しい競技など31競技170種目が
開催されます。

（財）秋田ワールドゲームズ2001組織委員会
�０１８－８６５－２００２

由利町から

由利高原まつり2001
�と　き…8月4日(土)

10：00～21：00
�ところ…南由利原高原青少年旅行村
�内　容…錦野旦野外コンサートや高原

花火大会の他、楽しいイベン
トもあります。

由利町企画商工課　�５３－２１１５

本荘市・ビーチハンドボール大会
◇8月23日(木)～25日(土)◇本荘マリー
ナ海水浴場特設会場◇
本荘市スポーツ課　�２４－４５５５

岩城町・ライフセービング競技大会
◇8月26日(日)◇島式漁港公園◇
（財）秋田ワールドゲームズ2001組織委員会

�０１８－８６０－２００８

東由利町から

米松三兄弟ふるさとを唄う
�と　き…9月1日(土)
�ところ…健康増進センター
�内　容…民謡の達人として知られる小野

米松さん（舘合新田）を中心と
した兄弟3人による共演

東由利町公民館　�６９－２３１１
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町
職
員
（
初
級
）
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

町
で
は
、
町
職
員
（
初
級
一
般
行
政
職
）
の
採
用
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
採
用
人
員

若
干
名

■
受
験
資
格

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

た
だ
し
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平
成
十
四
年
三

月
卒
業
見
込
み
の
者
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
者
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

■
試
験
の
内
容

高
校
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
・
知
能
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験

■
第
一
次
試
験
日

九
月
十
六
日
（
日
）

■
試
験
会
場

秋
田
市
・
秋
田
経
済
法
科
大
学

■
受
付
期
間

八
月
二
十
二
日
（
水
）
ま
で

※
受
験
希
望
者
に
は
、
受
験
案
内
・
受
験
申
込
用
紙
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
総
務
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ

六
九
―
二
一
一
〇
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
採
用
予
定
人
員

上
級
・
初
級
　
若
干
名

■
職
務
の
内
容

一
般
事
務

■
受
験
資
格

○
上
級
　

(

ア)

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五

十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

(

イ)

昭
和
五
十
五
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
大
学
卒
又
は
平
成
十
四
年
三
月
卒

業
見
込
み
の
者
。

○
初
級
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
、

短
期
大
学
を
卒
業
し
た
者
、
又
は
平
成
十
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
試
験
内
容

○
第
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

上
級
（
大
学
卒
業
程
度
）、
初
級
（
高
校
卒

業
程
度
）
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い

て
の
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

○
第
二
次
試
験
（
口
述
試
験
、
作
文
）

第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

■
受
付
期
間

八
月
一
日
〜
八
月
二
十
二
日

■
試
験
日
及
び
試
験
会
場

九
月
十
六
日（
日
）秋
田
経
済
法
科
大
学

■
採
用
予
定
日

平
成
十
四
年
四
月
一
日

■
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
及
び

問
い
合
わ
せ
先

〒
〇
一
〇
‐
〇
九
五
一

秋
田
市
山
王
四
丁
目
二
番
三
号
（
秋
田
県

市
町
村
会
館
内
）

秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
　
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
八
‐
八
六
二
‐
五
二
六
二

秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

募集種目 
防 衛 大 学 校  
防衛医科大学校 
航 空 学 生  
看 護 学 生  
一般曹候補学生 
曹 候 補 士  
二等陸海空士 

受　　付　　期　　間 
9月5日（水）～10月12日（金） 
9月13日（木）～10月12日（金） 
8月6日（月）～9月7日（金） 
9月13日（木）～10月12日（金） 
8月6日（月）～9月7日（金） 
8月6日（月）～9月7日（金） 
8月6日（月）～9月7日（金） 

一　次　試　験　日 
11月10日（土）・11日（日） 
11月3日（土）・4日（日） 
9月22日（土） 
10月23日（火） 
9月16日（日） 
9月16日（日） 
9月20日（木） 

自衛官等募集
防衛庁では来春入隊予定者（男女）を対象に、次の募集を
行います。

詳しくは自衛隊本荘募集事務所�22－3479へお問い合わせください。

年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

自
営
業
者
や
学
生
、
無
職
の
人
な
ど
、

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
と
な
っ
て
い

る
方
は
、
ご
自
身
で
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
経
済
的
な

理
由
な
ど
で
ど
う
し
て
も
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
場
合
に
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
次
の
よ
う
な
場
合
、
申
請
を
す
る
と

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

◇
病
気
や
ケ
ガ
、
失
業
な
ど
の
経
済
的
な

理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
と
認
め
ら

れ
た
場
合

◇
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
特

別
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合

免
除
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た

め
に
必
要
な
年
数
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
そ

の
期
間
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
違
っ

て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
３
分
の
１
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
免

除
を
受
け
た
期
間
は
十
年
以
内
で
あ
れ
ば

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
追

納
制
度
）。

問
い
合
わ
せ
　
町
民
福
祉
課
町
民
係

�
６
９
―
２
１
１
７

本荘由利広域市町村圏組合職員採用のお知らせ
■採用人員 一般行政職　上･中･初級合わせて4名　
■受験資格 上級　昭和47年4月2日～昭和55年4月

1日生まれ
中級　昭和49年4月2日～昭和57年4月

1日生まれ（大卒を除く）
初級　昭和51年4月2日～昭和59年4月

1日生まれ（大学、短大、高専
卒を除く）

■試 験 日 平成13年9月30日（日）
■試験会場 広域行政センター
■受付期間 8月31日（金）まで
詳しくは本荘由利広域市町村圏組合事務局総務課
�２３－２０１９へ
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

ど
く
だ
み
の
香か

立
て
て
咲
き
乱
れ
た
る
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

牡
丹
に
傘
さ
し
か
け
る
遠
出
か
な
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

一
季
咲
き
薔
薇
を
愛
で
つ
つ
行
き
交
え
る
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

汗
止
め
を
買こ

ふ
て
一
泊
だ
け
の
旅
　
　
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

昼
顔
の
り
ん
り
ん
浴
び
る
牛
の
尿
　
　
　
　
家
ノ
下
　
小
　
松
　
正
　
昭

漆
蔵
幼
な
日
誘
う
夏
炉
端
　
　
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
音
な
き
花
の
香
を
満
た
す
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

鍬
の
手
を
休
め
草
笛
吹
い
て
み
る
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

軽
雷
や
畑
び
と
鍬
を
ふ
と
止
め
て
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

蜘
蛛
の
囲
に
雫
ち
り
ば
め
男
梅
雨
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

み
ち
の
く
の
空
寂
と
し
て
流
れ
星
　
　
　
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

赤
し
ょ
う
び
ん
背
山
の
寂
を
ゆ
す
ぶ
り
て
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

奥
入
瀬
は
画
布
一
枚
に
さ
み
だ
る
る
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

雨
流
る
土
工
の
合
羽
梅
雨
深
し
　
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

大
夕
焼
子
と
指
切
り
の
内
緒
ご
と
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

力
瘤
た
め
て
実
梅
と
な
る
老
ひ
木
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

更
衣
し
て
も
好
み
の
色
変
え
ず
　
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
会
員
ま
で
。）

五
十

ほ
ら
吹ふ

き
金
太た

の
山
芋
ほ
り

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
日
の
こ
と
、

智ち

者
鶴
の
ほ
ら
吹
き
金
太
が
、
鍬
と

梯
子
を
か
つ
い
で
八や

塩
の
山
に
山
芋

ほ
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

村
は
ず
れ
で
出
会
っ
た
隣
の
甚
助

お
や
じ
が
、「
や
あ
金
太
ど
ん
、
朝

早
ぐ
か
ら
梯
子
か
つ
い
で
ど
ご
さ
え

．
．
．
．

ぐ
ど
ご
だ
や
あ

．
．
．
．
．
．

（
ど
こ
に
行
く
の
で

す
か
）」
と
声
を
か
け
る
と
、「
お
ら

ぁ
こ
れ
か
ら
よ
、
十
年
前
に
カ
ザ
ピ

ラ
の
山
で
見
つ
け
だ
山
芋
を
ほ
り
に

え
ぐ
ど
ご
だ
。
十
年
も
月
日
が
た
っ

て
お
る
が
ら
、
大
分
お
っ
け
ぐ

．
．
．
．

（
大

き
く
）
な
っ
て
る
だ
ろ
ど
思
っ
て
梯

子
か
づ
い
で
き
た
ど
こ
ろ
だ
」
と
、

ほ
ら
吹
き
金
太
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ

っ
て
答
え
る
話
も
大
げ
さ
で
す
。

カ
ザ
ピ
ラ
の
山
に
は
、
見み

上あ

げ
る

ほ
ど
大
き
な
け
や
き
の
木
に
、
藤
づ

る
の
よ
う
な
太
い
山
芋
の
つ
る
が
枝

い
っ
ぱ
い
に
か
ら
み
つ
い
て
い
ま

す
。
ひ
と
息
入
れ
た
ね
じ
り
鉢
巻
の

金
太
は
、
鍬
を
手
に
し
山
芋
ほ
り
を

始
め
ま
し
た
。
杉
丸
太た

の
よ
う
な
太

く
長
い
山
芋
を
ほ
る
の
は
大
変
で

す
。
ま
る
で
井
戸
を
ほ
る
よ
う
に
梯

子
を
か
け
て
深
く
深
く
ほ
り
下
げ
、

た
く
さ
ん
の
山
芋
を
ほ
り
出
し
た
の

で
し
た
。
金
太
は
そ
の
山
芋
を
崖
下

を
流
れ
る
小
川
ま
で
転
げ
落お

と
し
、

い
か
だ
に
組く

ん
で
川
の
流
れ
で
運
ぶ

こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
川
下
で
は
、
村
び
と
が

田
ん
ぼ
や
畑
仕
事
を
終
え
、
夕
日
を

浴あ

び
る
き
れ
い
な
川
岸
で
仕
事
の
道

具ぐ

や
よ
ご
れ
た
手
足
を
洗
っ
て
お
り

ま
し
た
。
す
る
と
、
川
の
水
が
急
に

流
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
、

金
太
の
ほ
っ
た
山
芋
の
い
か
だ
が
、

流
れ
の
速
い
瀬せ

に
来
た
と
き
に
石
や

岩
か
ど
に
あ
た
り
、
だ
ん
だ
ん
に
す

り
お
ろ
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
と
ろ
ろ

．
．
．

で
川
の
水
が
せ
き
と
め
ら
れ
て
い
た

の
で
し
た
。

川
の
水
が
流
れ
な
く
な
り
不ふ

思し

議ぎ

に
思
っ
て
い
た
村
人
た
ち
の
目
の
前

に
、
今
度ど

は
山
芋
の
と
ろ
ろ

．
．
．

が
川
い

っ
ぱ
い
に
ぷ
か
ぷ
か
浮
か
び
、
ど
ろ

ー
っ
と
流
れ
て
き
た
の
で
大
さ
わ
ぎ

に
な
り
ま
し
た
。「
う
わ
あ
。
と
ろ
．
．

ろ．
が
な
が
れ
て
き
た
あ
」
と
ば
ん
げ

．
．
．

の
お
か
ず
に
と
ば
か
り
す
く
い
あ
げ

た
も
の
の
、
容い

れ
物
が
な
く
、
て
ん

や
わ
ん
や
で
す
。
大
根
畑
で
使
っ
た

ろ
く
す
っ
ぽ
洗
っ
て
な
い
げ
す
お
け

．
．
．
．

（
肥
桶
）
に
入
れ
る
ド
ド
（
父
さ
ん
）。

肌
の
露
わ
も
な
ん
の
そ
の
、
前
か
け

は
ず
し
て
く
る
む
ア
バ
（
母
さ
ん
）。

甚
だ
し
い
の
は
赤
い
腰
巻
い
っ
ぱ
い

包
み
く
る
ん
で
い
る
ア
ネ
（
嫁
さ
ん
）

た
ち
。
恥
も
外
聞
も
な
く
、
大
よ
ろ

こ
び
で
持
ち
帰
っ
た
そ
う
で
す
。

な
に
し
ろ
近
郷
近
在
鳴な

り
ひ
び
く

「
ほ
ら
吹
き
金
太
」
の
話
で
す
か
ら
、

誰
も
あ
て
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

（
泡
の
渕
　
横
山
又
十
郎
氏
（
故
人
）

の
語
り
に
よ
り
再
話
）

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）



こ
の
ほ
ど
林
業
懇
話
会
で
、
象
潟

町
池
田
甚
一
氏
所
有
の
山
林
を
視
察

し
ま
し
た
。
山
林
面
積
は
一
五
三
�

で
、
視
察
し
た
ス
ギ
林
は
鳥
海
山
麓

に
広
が
る
平
坦
な
約
六
十
�
の
団
地

で
す
。
林
齢
は
四
十
年
か
ら
五
十
年

で
、
根
曲
が
り
の
な
い
ま
っ
す
ぐ
な

林
木
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

池
田
氏
は
、
伐
期
八
十
年
以
上
を

目
指
し
た
間
伐
収
入
を
主
体
と
す
る

経
営
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
間
伐

は
、
六
列
を
残
し
て
七
列
目
を
伐
採

す
る
六
残
一
伐
の
列
状
間
伐
を
実
施
。

木
材
価
格
が
低
迷
す
る
な
か
で
、
採

算
の
取
れ
る
木
材
生
産
を
ね
ら
い
と

し
て
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
や
運
搬
車

を
導
入
し
て
い
ま
す
。

伐
採
跡
は
幅
四
�
の
作
業
道
と
な

り
、
作
業
能
率
も
あ
が
り
生
産
コ
ス

ト
の
削
減
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、

葉
が
ら
し
乾
燥
材
の
生
産
も
取
り
入

れ
て
売
れ
行
き
を
早
め
ま
す
。
木
材

は
製
材
所
に
直
接
出
荷
す
る
ほ
か
、

注
文
に
応
じ
た
木
材
生
産
も
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

山
林
視
察
後
は
、
総
ケ
ヤ
キ
造
り

の
お
宅
（
大
正
十
三
年
建
築
）
で
休

憩
し
、
木
の
香
り
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
町
林
業
懇
話
会
会
長

佐
藤
　
恒
悦
氏
）
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　林業 
 だより 

列
状
間
伐
林
を

視
察
し
て

木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

3,734

3,600～3,800

梅雨期のため、出材が減ったことから落札率は上昇
（56％）したが、価格は保合。

（
平
成
十
三
年
七
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

七
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
14
19
33

平均体重
308kg
285kg
295kg

平均価格
415,275円
349,871円
377,618円

kg当単価
1,286円
1,158円
1,213円

去　勢
雌

金　額
494,550円
616,350円

父
北国7の8
北国7の8

母の父
紋次郎
紋次郎

母の祖父
糸　勝
宮　桜

【優秀賞】長谷山　祐　也（八塩小６年） 

【入　選】佐　藤　恵　美（八塩小６年） 【入　選】仙　道　哲　也（八塩小６年） 

　子吉川フェアの「絵画
（高学年）の部」で上位
入賞した作品をご紹介し
ます。（敬称略） 
　なお、「標語の部」の
入賞作品は、次回ご紹介
します。 



住民基本台帳 

男（人） 

女（人） 

計（人） 

世帯数（戸） 

月末人口 前月比 

2,447 

2,588 

5,035 

1,390

5 

－  1 

4 

3

 

出生（人） 

死亡（人） 

転入（人） 

転出（人） 

月間異動人数 1月からの累計 

1 

2 

14 

9

15 

24 

47 

95

消防・交通 

火災出動（件） 

救急出動（件） 

交通事故（件） 

死亡（人） 

傷者（人） 

飲酒運転（件） 

酒気帯び（件） 

0 

7 

1 

0 

1 

0 

1

3 

78 

10 

0 

18 

0 

5

月　間 
発生数 

1月から 
の累計  

13.8.1 広報ひがしゆり　22

日
本
全
土
、
朝
鮮
の
畑
地
、
山
野
の
湿
り
気
の
あ
る
と
こ
ろ
に

生
え
る
多
年
草
で
、
花
が
美
し
い
こ
と
、
旧
盆
の
頃
に
咲
く
こ
と

な
ど
で
、
盆
花
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
茎
は
1.5
メ
ー
ト

ル
に
も
な
り
、
上
の
方
で
枝
分
か
れ
し
ま
す
。
葉
は
対
生
し
、
披

針
形
で
無
毛
で
す
。
花
べ
ん
６
枚
、
雄
し
べ
12
本
、
雌
し
べ
１
本

の
双
子
葉
植
物
（
披
子
植
物
を
二
群
に
分
け
た
一
つ←

→

単
子
葉

植
物
）
７
〜
８
月
、
葉
の
わ
き
に
３
〜
５
個
の
集
ま
っ
た
花
を
つ

け
ま
す
。
和
名
は
「
禊
萩

み
そ
ぎ
は
ぎ

」
の
略
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
。

１� 八塩パークゴルフ場オープ
ニングセレモニー

２� 乳児健診
フレッシュ教室

３� １歳６ヶ月健診
４� 本荘市由利郡消防訓練大会
７� 予防接種（日本脳炎・追加）
10�　議会臨時会
15�　町成人式
15～16  町社会人野球大会

（野球協会）
21� 食生活改善講習会
22�　町追悼式（有鄰館）

予防接種（ツベルクリン反応）
23�　　 〃 （個別・三混）
24�　　 〃 （ＢＣＧ）

農業委員会
26� 町民スポーツ祭

（ゲートボール）
29�　乳ガン・子宮ガン検診
30�　ことぶき大学
31�　乳ガン・子宮ガン検診
１～２、７～８、23～24、28～29

ＩＴ講習
9／1� 小松三兄弟ふるさとを唄う

東
由
利 

ミ

ソ

ハ

ギ

（
ミ
ソ
ハ
ギ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所
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広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

遠
藤
荘
助
さ
ん
（
函
館
市
）、
小
松
絋
一

さ
ん
（
郡
山
市
）、
佐
藤
仁
志
さ
ん
（
秋

田
市
）、
東
由
利
町
を
語
る
会
（
秋
田
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
松
順
之
助
さ
ん
（
中
通
）、
小
松
亀
之

助
さ
ん
（
石
高
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

●東由利町ホームページ　　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

〈6／1～30〉

（ ）は前月比

すっかり暑くなり、セミの声に季節を感
じるようになりました。しかしうっとうし
く感じる人もいるかも知れません。まるで
短い一生ひとときも休まず、全てを出し切
って生きているかのような姿。自分の一生
もそんなふうに悔いの無いように精一杯や
っていけたら、と思うのですが、なかなか
難しいものです・・・（佐）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

６
／28
鍬
　
崎
　
篤あ

つ

哉や

く
ん
〈
正
　
人
〉
松
　
柴

恵
　
雅

６
／30
遠
　
藤
　
采あ

や

海か

ち
ゃ
ん〈
和
　
也
〉
小
　
倉

歩

７
／13
遠
　
藤
　
瑛え

い

美み

ち
ゃ
ん〈
育
　
英
〉

宿

和
佳
子

７
／12
小
　
松
　
和か

ず

生き

く
ん
〈

晃
　
〉
新
　
町

真
智
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

５
／５
横
　
山
　
和
　
栄
さ
ん

）
泡
ノ
渕

柳
　
橋
　
静
　
香
さ
ん

西
目
町

７
／３
遠
　
藤
　
鋼
　
大
さ
ん

）
新
　
町

畠
　
山
　
真
　
樹
さ
ん

新
　
町

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

６
／27
佐
藤
　
慶
子
さ
ん
（
63
）
秀
　
也
･
妻
・
向
　
田

７
／２
伊
藤
庄
次
郎
さ
ん
（
79
）
健
一
郎
・
父
・
蔵
新
田

７
／17
小
野
　
邦
一
さ
ん
（
57
）
久
　
乃
･
夫
・
　
宿

７
／20
小
松
　
千
代
さ
ん
（
85
）
悌
之
助
・
母
・
上
　
通

７月上旬、茂沢でホタルがたくさんいると聞き
さっそく現地へ行ってみました。暗くなり始める
とホタルが舞い始め、８時半頃には黄緑色に光る
ホタルの乱舞が見られました。これからもずっと
たくさんのホタルが見られるように、この自然を
大切にしていきたいものですね。（広報担当）


